
大牟田市立上内小学校  栫井 皓二郎 

〇本時の指導目標（単元構造図と整合性を図る。） 

 ・ 自分の動きの課題を見付け、何度も動きの確認をしたり、友達とアドバイスしたりする活動を通して、台上

前転や伸しつ台上前転を美しく（踏切～着地のどの段階を切り取ってもお手本に近い状態）行うことができ

る。                                        （知識・技能） 

〇学習の展開（学習指導過程） 

 
学習内容・活動 

指導上の留意点・ 

★評価規準（評価方法） 

学習 

形態 
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１ 学習の準備と主運動に繋がる運動を行う。 

  ・かえるの足うち 

  ・手押し車 

  ・背支持倒立じゃんけん 

２ 前時の自分の動きを振り返り、本時のめあ 

てをつかむ。 

 

 

 

 

伸しつ台上前転ができるように、おしりを高

く上げてひざを伸ばすために、重ねたマットで

練習をする。（ピンクの付箋の中に入力） 

 

 

 

 

 

 

〇 回転系の技の感覚をつかませるために、ペア

で主運動につながる運動を行う。 

 

〇 自分が今日どの課題を解決するのかを明確に

するために、「極めるシート」の「助走～踏切」

「着手～空中姿勢」「着地」で S・A・Bどの段階

に自分がいるのかをピンクの付箋で示すように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 
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３ 自分の課題に合った場を選択し、練習を行 

う。 

〇 「助走～踏切」「着手～空中姿勢」「着地」 

の場の中で、課題を解決できそうな場を選

び、繰り返し練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分の課題を意識して取り組ませるために、 

適宜動画を撮り、自分の動きと「極めるシート」 

を比較するように助言を行う。 
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めあて 自分の挑戦する回転系の技の美しさを極めよう。 



 

〇 友達と動きを見合い、アドバイスし合う。 

 A児：着手した後に腰の位置が低いところ 

に課題があるから、練習していたよ。

踏み切りから着手までを見てほしい。 

          ↓実践 

 B児：着手の位置が真ん中らへんだから、も

う少し手前についたらいいと思うよ。 

 

 

 

 

 

４ 自分で見つけた課題や友達のアドバイス 

をもとに再度練習を行う。 

〇 アドバイスの内容をいつでもどこでも確認で

きるように、ペアの「極めるシート」の中に、緑

色の付箋でアドバイスを入力するように指示を

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 振り返りや次時の活動に活かすために、練習

の最後の５分間は自分の動きを撮影する時間を

設定する。 

★回転系の技が美しくできている。（見取り、動画） 
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５ 本時学習を振り返る。 

  最初は、腰の位置が低かったけど、着手の

位置を手前にすることを意識して練習する

ことで、腰の位置も高くなった。 

〇 次時の学習発表会につなげるために、課題が

解決できたか、その理由について本時の自分の

動きと「極めるシート」を見比べながら振り返る

ように助言する。 
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